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Ⅰ．はじめに

ティーチング・ポートフォリオ（Teaching 

Portfolio：以下，TP）とは，自らの教育活動に
ついて振り返り，その記述を根拠資料によって
裏付けた厳選された記録であり，A4版で 8-10

ページほどの本文と根拠資料から構成される
文書である（セルディン，2007）。TP作成の目
的は，「教育改善」と「教育活動の可視化」で
ある（栗田・吉田，online）。中央教育審議会
答申「学士課程教育の構築に向けて（文科省，
2008）」における大学に期待される取組として，
教員の人事・採用の際の業績評価に際して，研
究面に偏ることなく教育面を一層重視すること
が挙げられ，その具体的な方策として TPの導
入・活用が推進されている。TPは欧米では教

員の教育業績評価資料として広く普及している
一方で，日本では普及途上であることが指摘さ
れている（栗田，2020）。
栗田・吉田（2018）によって開発されたティー

チング・ポートフォリオ・チャート（以下，
TPチャート）とは，教師としての教育活動を
振り返って自己の理念を見出し，その理念を活
動の方針や方法と紐づけて教育活動を見直すた
めの A3版のワークシート（図 1：栗田・吉田，
online）である。その特徴として，個人の教育
活動を視覚的に整理できること，自己省察によ
る俯瞰と構造化ができること，短時間で作成が
可能であること，が挙げられている。
筑波大学体育センター紀要である本誌「大学
体育研究」は，2020年 3月発行の前号（第 42

号）より，新たな投稿区分として「ティーチン
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す。表 3は，2020年度秋学期における筆者担
当のソフトボール授業の実践記録をまとめたも
のである。資料 1は，筆者の担当した共通体育
ソフトボール授業 3コマ（基礎体育 1コース，
発展体育 2コース）の実践記録である。表 2に
示すとおり，1年次基礎体育，2年次応用体育，
3年次発展体育ではそれぞれ段階的な教育目標
が設定されている。しかし，2020年度は新型
コロナウィルス感染症拡大防止の観点から，春
学期は全てオンライン授業となり，対面によ
る実技授業は秋学期からとなったため，基礎 /

応用 /発展の区別なく，授業運営せざるを得
なかった。筑波大学では学群 /学類によって
差異はあるものの，2020年秋学期に対面授業
を実施したのは，フレッシュマンセミナー，実
験実習，体育のみであった。受講者の中には，
体育授業が唯一の対面授業である者もいた。な
お，2020年秋学期開始に先立ち，対面授業を
希望しない学生については，オンラインコンテ
ンツによるオンデマンド授業で対応した。オン
ライン受講を希望した学生は，受講対象者全体
の 10.7％であり，1年次基礎体育では 7.1％，

1年次基礎体育 到達目標

授業概要

キーワード コミュニケーション、チャレンジ、技術、スポーツマンシップ、実践力▼順道制勝，自己開示，プラス10 ▼〜：担当教員追加キーワード

3年次発展体育 到達目標

授業概要

キーワード ▼〜：担当教員追加キーワード

期 間

場 所

回 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

課 題

授業設計の理解，
班編成，ドリル4種

ドリル4種（捕球，
送球，打球）を十
分に行う

キャッチボールコ
ンテスト⇒ゲーム
で技能水準の確認

キャッチボールコ
ンテスト，併殺ド
リル

キャッチボールコン
テスト，併殺ドリ
ル，外野ノック

野球場でのグラウ
ンド配置，内野4箇
所左右ボール回し

内野ゴロ捕りサー
キット

内外野のゴロ捕り
サーキット

試合前ノック，
ゲーム中盤のミー
ティング

決勝戦，三位決定
戦

備 考

運動経験と男女比
率を考慮し，8-10
人×4班編成

打撃ゾーンを白線
で区画し，安全確
保

プレイぶりを参考
に，女子ルールの
具体的内容の検討

二塁近くのゴロに
限定した併殺ドリ
ル，試合では女子
ルール適用開始

女子の1バウンド捕
球の外野ノック

授業設計の説明 本時の概要説明

予定･目標確認

班編成

アイスブレイク

目指すプレイヤー像の確認

授業アンケート回答

リーフレット提出

日常生活の課題

省察メモ

キャッチボールの
時間が短すぎて慌
ただしかった。

水分補給の指示を
より早めに行うべ
きだった。

小雨の中での実
施。フライ捕球を
試みた女子が腕に
被弾。

女子ルールと投手
前の防球ネット
は，ともに好評。

授業の枠組みが浸透
してきた印象。

個人打撃成績は，
上級者の動機づけ
を高める仕掛けと
して〇

内野手からの送球
を直接顔面に被弾
した一塁手あり。
冷却グッズ必携の
こと。

試合前ノックは内
野限定の各塁への
送球程度が適度。
時間効率が外野
ノック悪し

後半の戦い方を話
し合うための中盤
の各班ミーティン
グは○

授業終了後も語り
合う学生の姿が，
例年より確実に多
かったのが印象的

活動記録シート記入の得点計算方法説明 班メンバーで本日の最優秀選手 MVP) 選出の相談，選出理由を添えてMVP発表，MVPによるコメント発表

75分
日常生活課題の通知説明の後，終了

毎朝起床時の体温記録，毎日の歩数記録，過去3年間の月単位の日歩数のデータ取得

ボールハンドリング，キャッチボール
（真下投げ，正面投げ，パラボリックス
ロー）⇒ペッパー⇒ティー打撃⇒トス打
撃を各班で10分ごとでローテーション

攻守交代を3アウトではなく，4-5分の時間制で行う。
打順は50音順，最終打者の次打者が，次回の先頭打者。
安全対策として，投手と本塁の間に防球ネット(縦1.8m×横
0.9m）を設置。二塁と三塁を面積4倍の大盤ベースに。タッグ
プレイを禁止し，二三塁も走者は通り抜け。
2試合目から，女子ルールを発動。

第１節での時間制攻守交代から，3アウト交代の正式ルールに移行。
その他は第1節と同様のグラウンド設定と女子ルールを継続。

30分

45分

60分
バックネット裏ベンチへ移動，手指のアルコール消毒，マスク装着，授業内歩数の確認，活動記録シートへの記述，スポーツパーソンシップ (SPS) シートへの記述

15分
技能ポイントの説
明と実演

キャッチボールコ
ンテスト7m

10m四方で左右回り
のボール回し

試合前ノック

キャッチボールコ
ンテスト8m，併殺
ドリル

キャッチボールコン
テスト9m，併殺ドリ
ル，外野ノック

本時の概要説明

野球場 多目的グラウンド 野球場

バックネット前に打撃用ネットを設置し，白線で区画したトス打撃3面またはティー打撃3面で，始業
前から打撃練習やキャッチボール，ペッパー等を実施できるように準備。

始業
始業前：バックネット裏またはグラウンド入り口にて非接触型体温計による検温，手指のアルコール消毒，出席申請，養生テープの名札装着，歩数計装着

本時の概要説明 第1節のチーム成績
個人打撃成績，本時
の概要説明

打撃練習とキャッチボール
第2節までのチーム成
績 個人打撃成績，本
時の概要説明

アイスブレイク
打撃練習とキャッ
チボール

チーム内練習期 第1節 第2節 クライマックスシリーズ

(1)チームワークを高め、仲間とともに課題や目標に挑戦できる。(2)開いた心でスポーツを楽しむことができる。(3)順道制勝を理解し，気づき，体現できる。(4)安全第一，効率第二
を念頭に，練習やゲームの各場面を改善できる。(5)身体活動の価値を多面的に理解し，より活動的な日常生活を選択できる。 6)歩数計測を通じて，自己の日歩数を把握できる。(7)健
康づくりのための身体活動基準2013を理解し，プラス10を実行できる。

授業時間内におけるソフトボールの実践では，多様な他者と協働し，順道制勝の体現をめざす。授業時間外の日常生活場面では，プラス10を適切に計画し，実践する。

(1)自己を成長させ続ける力を習得し，より豊かなスポーツライフを形成する。(2)チームワークを高め、仲間とともに課題や目標に挑戦できる。(3)開いた心でスポーツを楽しむことが
できる。(4)順道制勝を理解し，気づき，体現できる。(5)安全第一，効率第二を念頭に，練習やゲームの各場面を改善できる。(6)身体活動の価値を多面的に理解し，より活動的な日常
生活を選択できる。(7)歩数計測を通じて，自己の日歩数を把握できる。(8)健康づくりのための身体活動基準2013を理解し，プラス10を実行できる。(9)一歩前に踏み出し，失敗しても
粘り強く取り組むことができる。(10)疑問を持ち，他者とともに知恵を出し合って，効果的な練習や戦術を創造できる。

授業におけるソフトボールの実践を通して，社会人基礎力（一歩前に踏み出す力，考え抜く力，チームで働く力）を高める。授業時間外の日常生活場面では，プラス10を適切に計画
し 実践する
自己啓発力、スポーツライフ、スポーツ文化、倫理観、スポーツマンシップ、チームワーク▼順道制勝，社会人基礎力，プラス10

表 3 2020年度秋学期におけるソフトボール授業（木内担当）の実践記録

教育理念 健やかな身体，豊かな心，逞しい精神を育む筑波体育
基礎体育

1年次
応用体育

2年次
発展体育

3年次

教育目標
1. 健康・体力およびスポーツ技術に関する基礎的知識や思考力，実践力の養
成

◎ ○ ○

2. 豊かな心と社会性（コミュニケーション力，リーダーシップ等）の醸成 ◎ ◎ ○

3. 逞しい精神，高い倫理観の育成 ◎ ◎ ◎

4. スポーツ文化の知的解釈力・鑑賞力の涵養 ○ ◎ ◎

5. 自立的に自己を成長させ続ける力の涵養 ○ ○ ◎

◎は主な教育目標，○は副次的な教育目標として位置づけられ，学年進行による段階的カリキュラムとなるよう配慮されている。

表 2 筑波大学共通科目「体育」の教育理念および目標（筑波大学体育センター）
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資料 1 受講者リーフレット（B5版横 4ページ：色厚紙 B4版両面印刷を 2つ折り）

学⽣番号
出⾝都道府県

しめい

⽒ 名
⾼校 班

Streamで検索「共通体育_ソフトボール」すると、以下のコンテンツがヒットします

このリーフレットには、ボールペンで記入してください。

⾛ 打撃

五段 ソフト部 ゴロもフライも、9割以上安

定して処理できる

遊撃手として、三遊間の深

いところから一塁へ低い安

定した送球ができる

適切な状況判断に基づく走

塁が確実にできる

外野定位置まで届くライ

ナー制の打球をいつでも打

つことができる

四段 素人上位 ゴロもフライも、7割程度は

処理できる

三塁ゴロを捕球後、一塁へ

安定した送球ができる

適切な状況判断に基づく走

塁がほぼできる

ペッパーで、20球連続して、

0または1バウンドで相手に

打ち返せる

三段 素人中位 ゴロもフライも、5割程度は

処理できる

10㍍の距離からのスロー

ピッチで、10球中5球のスト

ライクを送球できる

いつも全力疾走できる ペッパーで、10球連続して、

0または1バウンドで相手に

打ち返せる

二段 初球上位 キャッチボール捕球時に、

グラブ捕球面をボール軌道

に向けることができる

10㍍の距離でのキャッチ

ボールが成立する

全力疾走しないときがある ペッパーで、3球連続して、

0または1バウンドで相手に

打ち返せる

一段 初心者 キャッチボール捕球時に、

グラブ捕球面をボール軌道

に向けることができない

10㍍の距離でのキャッチ

ボールが成立しない

全力疾走しないことが多い ペッパーで、 相手に打ち返

せない

10月
段 段 段 段

11月
段 段 段 段

12月
段 段 段 段

②⑥⑩回目の授業終了時、自己評価しましょう。

フ ボ ル⾃⼰

ベル

基礎 ソフト       2020  秋

⽣物･地球･数学･物理･化学･創成･医学･看護･医療･芸術
出⽋ ⾬天時はオンライン授業に切り替え(manabaで連絡）

① 10/ 6 チーム編成，ドリル4種，授業設計の理解

② 10/13 ドリル4種、コンテスト2種

③ 10/20 第1節1 BG,PY、ダプルプレー1

④ 10/27 第1節2 BP, GY、ダブルプレー2

⑤ 11/ 5⽊ 第1節3 BY, GP、フライ処理1

  11/10 ABモジュール予備⽇
⑥ 11/17 第2節1 YP, GB、フライ処理2
⑦ 11/24 第2節2 YG, PB、ゲームノック1
⑧ 12/ 1 第2節3 PG, YB、ゲームノック2

⑨ 12/ 8 クライマックスS1
⑩ 12/15 クライマックスS2、授業アンケート

・パフォーマンスの改善
・協同、⾃⼰開⽰、挑戦、没頭、順道制勝、ｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｿﾝｼｯﾌﾟ

・体温記録（毎朝起床時、体育授業時）
・歩数記録（毎⽇の歩数、過去3年間の⽉単位の⽇歩数

・態度35点【授業内での経験】
   スポーツパーソンシップ シート
・技能35点【授業内での活動】
   活動記録シート（練習･試合の結果や歩数による活動
   ポイントの累積値）
・知識30点【⽇常⽣活でのセルフケア】
   セルフケアシート（体温、歩数、過去の歩数）

■連絡先 ⽊内敦詞 kiuchi atsushi.fw@u.tsukuba ac jp

■評価⽅法
 （観点︓材料）

■体育授業での活動

■⽇常⽣活での
 セルフケア

■各回のおおよその時間配分（分）︓アップ10→ 2 合 →まとめ10

⽕

練習 練習 1-1 1-2 1-3 2-1 2-2 2-3 CS1 CS2
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
10/6 10/13 10/20 10/27 11/5⽊ 11/17 11/24 12/1 12/8 12/15

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

ドリル名

▶ コンテストpt 20

a 安打数

b 進塁数

c 補殺刺殺数

▶ 個⼈pt abcの和×3 30

▶ チームpt 20

歩数

▶ ⾝体活動pt 30

▶ SPS pt

累積pt

⾮接触型体温計

シ

⽕曜

本⽇のpt ▶の和
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2年次応用体育では 12.7％，3年次発展体育で
は 15.6％であった。

Ⅲ．�筑波大学におけるプレ FD の現状と今後の
展望

2019年 8月の大学院設置基準改定（文部科
学省，2019）における大学院生へのプレ FDの
努力義務化は，数年後の一斉義務化を前提と
した文科省からの事前通告であると，各大学
は理解し，準備を進める必要がある。プレ FD

とは，大学教員の能力開発を意味する faculty 

development（FD）を大学院生のうちから事
前（プレ）に行うことをいう。欧米では，プレ
FDは Preparing Future Faculty（PFF）と呼ば
れるため，プレ FDは和製英語ということにな
る。
筑波大学は 2020年 10月，指定国立大学法人
に指定されたことから，大学院生へのプレ FD

についても，他大学以上に先進的に取り組んで
いく責任がある。すでに筑波大学では，毎年
4月に 3時間半にわたる全学 TA研修会を開催
しており，そのプログラムは，「筑波大学の教
育改革」「筑波大学で用いる学習管理システム
manaba」「授業補助業務とデジタル教育支援
ツール」に関する講演，TAの役割理解のため
の模擬授業，TA業務について考える議論，さ
らに TA経験者との談話，によって構成されて
いる（筑波大学，online）。さらに，大学院基
礎科目「教育・研究指導Ⅲ（職業としての大学
教育）」を開設していることから，大学院生へ
のプレ FDを既に実践しているということがで
きる。
体育領域におけるプレ FDに関する調査（小

林ほか，2012）によると，近年では学士教育課
程で体育以外を専攻した学生が体育領域の大学
院に進学するケースが増加し，保健体育の教職
免許を持たない者が体育系大学院の修士課程
で 42.4％，博士課程で 39.7％であった。した
がって，将来の大学教員候補者である大学院生
へのプレ FDを今後検討するに際しては，体育

系大学院生であっても教職課程科目の履修歴の
ないことを前提としてプログラムを構成する必
要があるといえる。その際，本稿で紹介した
TPや TPチャートに関する知識やその作成経
験は，大学教員としての教師効力感（垣田ほか，
2020）の増強に繋がるものと思われる。

Ⅳ．おわりに

以上，本稿では TPチャートの紹介とその 1

事例を提示した。TPチャートは TPを作成す
るための事前準備として位置づくものである
ため，今後は学修成果のエビデンスを含む詳
細なデータの検討を進め，TPを作成すること
が望まれる。1つの授業科目を対象としたコー
ス・ポートフォリオ（木内，2020；酒井ほか，
2012）によって科目ごとの教育実践を詳細に記
録することは，将来へ向けた教育実践記録の集
積として，当該教員および科目領域にとって意
義あるものと思われる。コース・ポートフォリ
オと並行して，1教員の行う教育活動全般，す
なわち，教養教育，専門教育，研究室セミナー，
正課外教育等も含めて TPを作成することは，
教員自身の省察を促し，教育理念の明確化に繋
がることから，教員の自己成長に直結するもの
と考えられる。

1990年代後半から米国で広がった試みとし
て，Scholarship of Teaching and Learning （SoTL：
教授と学修の学識）が知られている。SoTLと
は，「教授（教えること）と学修（学ぶこと）
についての学術的探究を通してそれを改善しよ
うとする試みやその成果として得られる知のこ
と（松下，2011）」，あるいは，「学者としての
大学教員が教育を研究と同様に扱い，その成果
を公表・批判・評価・利用すること（大山ほか，
2017）」とされる。大学体育教員が日々の教育
活動（体育授業や運動部活動指導）を生きた研
究の場として位置づけ，その設計やプロセスや
成果を「教育実践研究」として集積していく場
として，本誌「大学体育研究」は貢献できると
考える。
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付記

本稿を執筆するにあたり，TPチャートを開
発された東京大学准教授の栗田佳代子先生よ
り， TPチャートの使用を快諾いただきました。
この場を借りて心よりお礼申し上げます。
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